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平
成
27
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

放
棄
し
た
債
権
や
財
政
健
全
化
法
に
か
か
る
報
告
、
多
子
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
制
定
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
報
告
３
件
、
議
案
17
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
議
案
９
件
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
集
中
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
議
会
運
営
委
員
会
（
澤
頭
好
孝
委
員
長
）
か
ら
、
会
議
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
議
会
で
は

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
全
員
が
一
問
一
答
方
式
に
よ
り
町
当
局
の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

徴収率アップに一層の努力を
滞納繰越分は低調

一般会計　歳出決算構成グラフ（目的別）

一般会計　歳出決算構成グラフ（性質別）

ポイント
前年対比

◎１億7129万円増加（前年比101.7％）
・扶助費　１億4807万円増加
・積立金　１億6563万円増加
・公債費　１億730万円減少
・投資的経費　５億2722万円減少

扶助費：児童手当や保育所運営費、医
療給付費など
公債費：地方債（借金）の返済金
投資的経費：支出の効果が単年度また
短絡的に終わらず、固定的な資本の形
成に向けられる経費
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町税
23.1%

繰入金
4.5%

その他
2.7%

分担金・負担金
2.1%国庫支出金

11.5%

県支出金
10.7%

その他
1.6%町債

6.3%

地方消費税
交付金
2.5%

地方交付税
34.9%

自主財源
32.4%

依存財源
67.6%

106億
697万円

収入未済額は減少するも
昨年度より3571万円減少、

一般会計　歳入決算構成グラフ

26年度
決　算

ポイント
前年対比

今回の表紙は…
お父さんの影響で５歳からバ
イクを始めた川口一

かず

翔
ま

（６
歳：一川目）。アオモリモトク
ロスシリーズのレースに50cc
バイクで出場し、１位を目指
してがんばっています。

◎３億1964万円増加（前年比103.1％）
・国庫支出金　２億9273万円増加
・財政調整基金繰入金（貯金の取り崩し）
　　　　　　　１億6328万円増加
・地方債（借金）　２億740万円減少

特別会計の決算状況
国民健康保険特別会計
� 27億3305万円
奨学資金貸付事業特別会計
� 1680万円
公共下水道事業特別会計
� 10億7737万円
農業集落排水事業特別会計
� 1億2181万円
介護保険特別会計
� 20億7753万円
公共用地取得事業特別会計
� 3876万円
後期高齢者医療特別会計
� 1億5367万円
病院事業会計
� 10億6534万円

決算特別委員会による決算審査状況
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一般会計地方債残高 一般会計基金残高

　

平
成
26
年
度
歳
出
決
算
額

は
一
般
会
計
、
８
特
別
会

計
、
病
院
事
業
会
計
を
合
わ

せ
て
、
１
７
５
億
３
２
２
７

万
円
と
な
り
、
前
年
度
決
算

額
と
比
べ
、
３
億
９
４
０
７

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
の
状
況
は

　

一
般
会
計
歳
出
額
は
、
１

億
７
１
２
９
万
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
主
な
も
の
は
、

民
生
費
が
臨
時
福
祉
給
付
金

事
業
な
ど
に
よ
り
１
億
４
２

４
３
万
円
の
増
、
土
木
費
で

は
町
道
整
備
事
業
な
ど
に
よ

り
９
３
２
０
万
円
の
増
、
衛

生
費
で
は
最
終
処
分
場
閉
鎖

事
業
な
ど
に
よ
り
８
８
１
７

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
で
４
億

４
７
７
３
万
円
の
減
、
総
務

費
で
１
億
３
８
８
６
万
円
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
み
る
と
、
義
務

的
経
費
※
１
は
、
扶
助
費
が

１
億
４
８
０
７
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
公
債
費
が

１
億
７
３
０
万
円
の
減
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
額

で
は
前
年
比
１
・
４
％
増
の

44
億
２
７
５
３
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
経
費
で

は
、
補
助
費
等
※
２
が
前
年

よ
り
２
億
４
１
０
０
万
円
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

お
い
ら
せ
消
防
署
分
遣
所
建

設
負
担
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

※
１
義
務
的
経
費

　

支
出
が
義
務
的
で
任
意
で

は
削
減
で
き
な
い
も
の

※
２
補
助
費
等

　

町
か
ら
広
域
組
合
や
民
間

の
各
種
団
体
等
に
対
し
て
、

支
出
さ
れ
る
負
担
金
や
補
助

金

町
の
借
金
総
額

�

２
０
０
億
円
を
下
回
る

　

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金

は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

を
合
わ
せ
て
20
基
金
が
あ
り

ま
す
。
基
金
残
高
は
、
財
政

調
整
基
金
と
東
日
本
大
震
災

復
興
推
進
基
金
が
減
少
し
ま

し
た
が
、
全
体
で
は
前
年
度

よ
り
４
２
１
７
万
円
増
え
、

49
億
５
０
４
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
借
金
で
あ
る

地
方
債
は
、
26
年
度
は
町
全

体
で
は
10
億
６
８
３
０
万
円

を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
残
高

は
、
前
年
度
よ
り
７
億
８
２

５
８
万
円
減
り
、
１
９
９
億

３
７
５
万
円
と
な
り
、
２
０

０
億
円
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
９

年
間
の
一
般
会
計
に
お
け
る

基
金
と
地
方
債
の
各
残
高
の

推
移
を
表
し
て
い
ま
す
が
、

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

の
と
お
り
、
地
方
債
残
高
が

減
り
、
基
金
残
高
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

改良された神明前交差点

閉鎖された最終処分場

歳
出
総
額
は
前
年
比
２
・
３
％
の
増

― 

決
算
の
状
況 

―

【基金残高（町の貯金）】
区　分 平成26年度末 増減額

財 政 調 整 基 金 14億9185万円 ▲6980万円
減 債 基 金 7億5625万円 44万円
地 域 振 興 基 金 12億3000万円 増減なし
東日本大震災復興推進基金 1億3034万円 ▲9070万円
公 共 施 設 整 備 基 金 4億1295万円 9380万円
そ の 他 基 金（ １ ５ 基 金 ） 9億2935万円 １億　870万円
合 計 49億5047万円 4217万円

【地方債残高（町の借金）】
区　分 平成26年度末 増減額

一 般 会 計 事 業 債 107億6373万円 ▲4億3798万円
公 共 下 水 道 事 業 債 81億9021万円 ▲2億9314万円
農 業 集 落 排 水 事 業 債 7億4216万円 ▲4638万円
財政安定化基金貸付金（介護保険特別会計） 4500万円 2500万円
公 共 用 地 取 得 事 業 債 3180万円 ▲3500万円
病 院 事 業 債 1億3085万円 492万円
合 計 199億  375万円 ▲7億8258万円
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【
決
算
審
査
意
見
】

　

各
会
計
と
も
適
正
に
処
理

さ
れ
て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
見
た
場
合
、

地
方
債
残
高
が
減
り
基
金
残

高
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
健
全
財
政
維
持
へ
の
努

力
が
見
て
取
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
も
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
福
祉
な
ど
高
レ
ベ

ル
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
、
継
続
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
震
災
復
興
の
ハ
ー

ド
面
の
仕
上
げ
に
向
け
て
加

速
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
よ
り
一
層
の
努
力
と
成

果
を
期
待
し
た
い
。

　

次
に
、
各
種
税
、
使
用
料

等
の
収
入
未
済
額
等
の
状
況

を
見
る
と
前
年
度
よ
り
減
少

し
て
お
り
、
徴
収
率
の
ア
ッ

プ
に
大
変
努
力
し
て
い
る
こ

と
は
評
価
で
き
る
。

　

し
か
し
、「
将
来
の
不
納

欠
損
額
」
予
備
軍
と
な
ら
な

い
よ
う
、
着
実
に
処
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
安
定
的
な

財
政
運
営
の
維
持
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
の

で
、
ま
す
ま
す
の
努
力
を
期

待
し
た
い
。

【
財
政
健
全
化
審
査
意
見
】

　

財
政
健
全
化
判
断
の
４
項

目
の
指
標
（
下
表
参
照
）
に

つ
い
て
は
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は

な
い
。

【
経
営
健
全
化
審
査
意
見
】

　

病
院
事
業
、
公
共
下
水
道

事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業

の
各
会
計
は
、
赤
字
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
結
果
と
し
て
資

金
不
足
の
状
況
に
は
な
く
、

良
好
な
状
況
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。

健
全
財
政
維
持
へ
の
努
力
を
評
価
、
一
層
の
努
力
期
待
。

― 

決
算
審
査
報
告 

―

【町税等未収金の状況】
区　分 平成26年度末 平成25年度末 増減額 不納欠損額

町 税 2億3492万円 2億5442万円 ▲1950万円 2619万円
学 校 給 食 費 959万円 1053万円 ▲94万円 ―
町 営 住 宅 使 用 料 1582万円 1637万円 ▲55万円 ―
保 育 料 546万円 677万円 ▲131万円 6万円
督 促 手 数 料 280万円 307万円 ▲28万円 79万円
国 民 健 康 保 険 税 等 3億7610万円 3億8668万円 ▲1058万円 2179万円
奨 学 資 金 貸 付 金 237万円 214万円 23万円 ―
下 水 道 使 用 料 等 960万円 1164万円 ▲203万円 98万円
農 業 集 落 排 水 使 用 料 等 204万円 193万円 11万円 5万円
介 護 保 険 料 等 1166万円 1061万円 105万円 303万円
後期高齢者医療保険料等 83万円 101万円 ▲18万円 18万円
病 院 医 療 費 456万円 629万円 ▲173万円 93万円
合 計 6億7575万円 7億1146万円 ▲3571万円 5402万円
※数値は、万円未満を四捨五入しているため、合計額が一致しない場合があります。▲は減額です。

財政指標　平成26年度一般会計等健全化判断比率

項目

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

（一般会計、奨学
資金貸付事業・公
共用地取得事業の
各特別会計の赤字
の大きさ）

（一般会計と全
ての会計の赤字
の大きさ）

（借入金返済の
負担の大きさ）

（将来負担すべ
き負債の大き
さ）

（資金不足が事
業規模に占める
大きさ）

26年度 2.63％の黒字 16.60％の黒字 13.8％ 40.9％ ―
25年度 1.67％の黒字 15.05％の黒字 13.7％ 59.2％ ―

健全化基準値 14.21％ 19.21％ 25.0％ 350.0％ 20.0％

　
町
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
、
財
政
健
全
化
審
査
及
び
経

営
健
全
化
審
査
に
関
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審査結果を報告する
名古屋誠一代表監査委員
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決
算
特
別
委
員
会 

― 

主
な
質
疑 

―

保
育
料
、
給
食
費

�

そ
の
未
納
要
因
は

�

平
野
委
員�　
払
わ
れ
て
当

た
り
前
の
保
育
料
、
給
食
費

に
収
入
未
済
が
発
生
し
て
い

る
要
因
の
説
明
を
。

�

町
民
課
長�　
保
育
料
に
つ

い
て
は
、
生
活
困
窮
者
（
特

に
ひ
と
り
親
世
帯
）
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
滞
納
が
発

生
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数
年

は
減
っ
て
い
る
。
催
告
等
実

施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
差

し
押
さ
え
も
実
施
し
た
。
今

後
も
徴
収
に
努
め
る
。

�

学
務
課
長�　
平
成
26
年
度

は
徴
収
を
強
化
し
た
が
、
要

因
と
し
て
、
口
座
振
替
時
の

残
高
不
足
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
ま
め
に
連
絡
し
た
。
ま
た

今
年
度
は
裁
判
所
を
活
用
し

徴
収
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

行
政
推
進
員
報
酬
、

�

そ
の
目
的
は

�

馬
場
委
員�　
行
政
推
進
委

員
を
８
年
間
務
め
た
が
、
行

政
推
進
委
員
報
酬
を
支
払
う

目
的
は
。

�
ま
ち
づ
く
り
防
災
課
長�　

広
報
紙
の
配
布
、
町
か
ら
の

情
報
提
供
、
災
害
発
生
時
の

町
内
会
員
の
誘
導
等
で
す
。

�

馬
場
委
員�　
広
報
紙
の
配

布
以
外
の
任
務
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
配
布
し
た
世
帯

数
分
の
み
を
報
酬
の
支
払
い

根
拠
と
す
る
の
は
町
の
大
き

な
誤
り
だ
。

�

ま
ち
づ
く
り
防
災
課
長�　

行
政
推
進
委
員
会
議
で
合
意

を
得
ら
れ
た
と
理
解
し
て
い

る
。

�

馬
場
委
員�　
行
政
推
進
委

員
の
仕
事
と
報
酬
に
つ
い

て
、
再
度
見
直
す
こ
と
を
要

求
す
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

�

入
浴
日
は

�

西
館
芳
委
員�　
の
び
の
び

館
で
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
大

変
好
評
で
毎
日
実
施
し
て
い

る
が
、
本
庁
舎
近
く
の
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
・
木

曜
と
週
２
回
な
の
で
、
毎
日

実
施
で
き
な
い
か
。

�

副
町
長�　
合
併
前
か
ら
週

２
回
の
入
浴
日
と
な
っ
て
い

る
が
、
考
え
て
み
た
い
。

地
区
敬
老
会

�

開
催
・
出
席
状
況
は

�
楢
山
委
員�　
何
町
内
会
が

敬
老
会
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
平
均
出
席
人
数
は

�

介
護
福
祉
課
長�　

昨
年

度
、
地
区
敬
老
会
は
28
地
区

34
町
内
会
が
実
施
し
て
お

り
、
対
象
者
２
５
８
５
人
中

１
０
３
７
名
が
参
加
し
た
。

地
元
町
内
会
で
開
催
し
て
い

な
い
町
内
の
方
を
対
象
に
開

催
し
て
い
る
町
の
敬
老
会
に

は
、
対
象
者
４
８
４
人
中
74

人
が
参
加
し
て
お
り
、
全
体

で
36
％
が
い
ず
れ
か
の
敬
老

会
に
出
席
し
て
い
る
。

�

楢
山
委
員�　
地
区
敬
老
会

は
出
席
率
が
高
い
の
で
、
送

迎
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
え

た
ら
出
席
者
は
増
え
る
と
思

う
。

�

介
護
福
祉
課
長�　
敬
老
会

で
の
送
迎
委
託
に
つ
い
て
、

事
前
に
相
談
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
。

�

松
林
委
員�　
敬
老
会
を
各

町
内
会
で
実
施
し
て
も
ら
う

と
い
う
話
が
出
て
４
年
経
つ

が
実
施
し
て
い
な
い
町
内
会

へ
の
対
応
は
。

�

町
長�　
よ
く
検
討
・
議
論

し
て
、
決
断
し
た
い
。

資
源
ゴ
ミ
回
収
事
業

�

そ
の
効
果
は

�

馬
場
委
員�　
回
収
事
業
奨

励
金
と
し
て
３
５
３
万
円
支

払
っ
て
い
る
が
、
そ
の
効
果

は
。

�

環
境
保
健
課
長
補
佐�　
24

年
度
は
３
２
５
万
円
、
37
団

体
だ
っ
た
が
、
26
年
度
は
３

５
３
万
円
、
37
団
体
。

　

確
実
に
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

と
い
う
取
り
組
み
は
広
が
っ

て
い
る
と
思
う
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
事
業

�

そ
の
後
の
経
過
は

�

平
野
委
員�　
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
ブ
ラ
ン
ド

街
な
か
シ
ョ
ッ
プ
が
閉
鎖
さ

れ
た
が
、
そ
の
評
価
は
。

�

商
工
観
光
課
長�　
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
実
績
は
８
月
は

赤
字
で
、
今
後
の
黒
字
に
向

け
て
営
業
努
力
を
し
て
い

る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
街
な
か
シ
ョ
ッ

プ
「
お
い
ら
せ
屋
」
は
、
自

立
を
目
指
し
た
が
、
安
定
し

た
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
町
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
本
来
や
り
た
か
っ
た

街
な
か
サ
ロ
ン
の
部
分
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
質
疑
の
内
容

は
、
会
議
録
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

会
議
録
は
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
議
会
事
務

局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
は
、
議
長
及
び
議
会
選
出
監
査
委
員
を
含
む
全
議
員
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
す
る
こ
と
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
長
に
吉
村
敏
文
委
員
、
副
委
員
長
に
佐
々
木
光
雄
委
員
を
選
任
し
、
２
日
間
に
わ
た

り
審
査
し
た
結
果
、
全
会
計
の
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
異
議
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
質
疑
は
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

決算特別委員会による審査結果を
報告する吉村敏文委員長
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― 平成27年第３回定例会 ―

子どもの健やかな成長と人口増加をめざして
－ 議案第54号　おいらせ町多子出産祝金支給条例 －

◆
多
子
出
産
祝
金
支
給
条
例

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
27
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
32
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
に
生

ま
れ
た
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
を
出
産
し
た
母
親
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
も
し
く
は
養
育

者
に
対
し
、
祝
金
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
総

支
給
額
８
０
０
万
円
を
予
定

し
、
補
正
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。

【
質
疑
】

�

楢
山
議
員�　
対
象
は
４
月

１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
だ

が
、
知
人
に
３
月
23
日
に
生

ま
れ
た
第
４
子
、
５
子
が
い

る
が
、
対
象
に
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

�

町
民
課
長�　
心
情
と
し
て

は
理
解
で
き
る
が
、
今
年
度

事
業
と
し
て
実
施
す
る
た

め
、
昨
年
度
以
前
に
生
ま
れ

た
子
に
は
支
給
で
き
な
い
。

�

楢
山
議
員�　
で
は
、
１
０

０
歳
の
方
に
長
寿
祝
金
を
支

給
し
て
い
る
よ
う
に
、
多
子

世
帯
に
対
し
て
も
祝
金
を
別

に
考
え
て
は
ど
う
か
。

�

副
町
長�　
考
え
て
み
た
い
。

�

川
口
議
員�　
祝
金
の
支
給

対
象
を
第
２
子
以
降
か
ら
と

し
た
根
拠
は
。

�

町
民
課
長�　
お
い
ら
せ
町

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

61
で
あ
る
こ
と
か
ら
第
２
子

か
ら
と
し
た
。

�

川
口
議
員�　
な
ぜ
、
出
生

率
が
低
い
の
か
、
検
討
・
分

析
し
、
議
会
と
一
緒
に
、
お

い
ら
せ
町
に
あ
わ
せ
た
少
子

化
対
策
と
し
て
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

�

町
長�　
し
っ
か
り
分
析
し

て
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
き

た
い
。

�

西
館
芳
議
員�　
お
い
ら
せ

町
職
員
で
あ
る
な
ら
ば
、
他

市
町
村
と
全
く
同
じ
条
例
を

提
案
す
る
の
で
は
な
く
、
創

意
工
夫
を
し
た
も
の
を
提
案

し
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
支
給
条
例
は
、
大
し

た
工
夫
も
な
い
大
盤
振
る
舞

い
。
子
育
て
に
影
響
は
な

く
、
基
本
的
に
賛
成
し
か
ね

る
。
根
本
的
な
処
方
箋
を
考

え
て
ほ
し
い
。

�

企
画
財
政
課
長�　
事
業
の

内
容
が
示
さ
れ
た
の
は
、
今

年
４
月
以
降
と
短
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

�

松
林
議
員�　
議
員
間
で
も

議
論
し
、
条
例
の
修
正
や
否

決
を
考
え
た
。

　
町
は
こ
の
条
例
を
精
査
し

議
論
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

副
町
長�　
実
施
し
て
み
て

悪
い
と
こ
ろ
や
、
よ
り
良
い

意
見
が
あ
れ
ば
検
討
し
、
い

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

　
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
負
担
を
軽
く
し
、
子
供
の
健
や
か

な
成
長
と
町
の
人
口
増
加
を
促
す
た
め
に
、
多
子
出
産
祝
金
支
給
条
例
制
定
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　
議
会
で
は
条
例
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

多子出産祝金支給額
区分 支給額

第２子 ５万円
第３子以降 10万円
※�町税等を滞納していないこと
など、支給要件があります。
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町
全
域
の
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
着
手

― 
議
案
第
59
号
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）  

―

27年度９月補正予算の内容
会　　　計　　　別 補正額 補正後の額 歳出の主なもの

一　　 般　　 会　　 計 1億5665万円 108億��498万円

マイナンバー制度対応システム改修費� 833万円
多子出産祝金� 800万円
地場産米・酒の消費PR推進補助金� 100万円
町道整備工事費� 5000万円
消防団デジタル受令機購入費� 850万円

特 別 会 計 9475万円 69億���97万円
国民健康保険特別会計 3949万円 31億5889万円 国庫返還金� 2943万円
奨学資金貸付事業特別会計 ▲71万円 1902万円 奨学資金貸付金� ▲87万円
公共下水道事業特別会計 752万円 11億4018万円 下水道整備工事費� 930万円
農業集落排水事業特別会計 ▲100万円 1億3139万円
介 護 保 険 特 別 会 計 4481万円 22億6607万円 支払基金返還金� 1584万円
公共用地取得事業特別会計 301万円 2519万円 洋光台団地定住促進助成金� 301万円
後期高齢者医療特別会計 163万円 1億6022万円 後期高齢者医療広域連合納付金� 158万円

（公営企業会計）病院事業会計 204万円 10億7470万円
収 益 的 収 入 及 び 支 出 204万円 9億7495万円
資 本 的 収 入 及 び 支 出 ―　　 9975万円
総 　 　 　 　 　 　 計 2億5344万円 187億8065万円

※数値は、会計毎に万円未満を四捨五入しているため、合計額が一致しない場合があります。▲は減額です。

　

町
内
全
域
の
街
路
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
に
切
り
替
え
る
た

め
の
調
査
費
７
９
８
万
円
を

含
む
補
正
予
算
案
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
調
査
費
に
は
、

一
般
社
団
法
人
低
炭
素
社
会

創
出
促
進
協
会
か
ら
の
補
助

金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

町
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

り
、
将
来
に
わ
た
り
環
境
へ

の
負
担
軽
減
、
電
力
コ
ス
ト

の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
町
で
は
平
成
28
年
度
か

ら
交
換
工
事
を
行
い
、
平
成

38
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

リ
ー
ス
期
間
と
す
る
計
画
を

立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
他
の
歳
入
と
し

て
、
町
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
９
０
６
４
万
円
の

取
り
崩
し
を
や
め
、
地
方
交

付
税
１
億
４
６
１
３
万
円
や

前
年
度
繰
越
金
６
２
０
０
万

円
、
国
庫
支
出
金
２
２
１
８

万
円
な
ど
を
充
て
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
質
疑
】

�
吉
村
議
員�　
旧
百
石
地
区

の
街
路
灯
の
個
数
、
明
る
さ

に
つ
い
て
、
町
内
会
の
考
え

を
聞
い
て
、
事
業
に
反
映
し

て
ほ
し
い
。

�

ま
ち
づ
く
り
防
災
課
長�　

基
本
的
に
は
、
既
設
灯
具
の

交
換
だ
が
、
で
き
る
だ
け
町

内
会
の
声
を
反
映
し
た
い
。

�

吉
村
議
員�　
個
人
的
に
旧

百
石
地
区
が
暗
い
と
感
じ

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
ワ
ッ
ト

数
の
関
係
も
あ
り
、
逆
に
暗

く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
十
分
吟
味
し
、
よ
り

良
い
も
の
と
し
て
ほ
し
い
。

�

平
野
議
員�　
町
内
集
会
施

設
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
切
替
の
該
当

に
な
ら
な
い
か
。

�

ま
ち
づ
く
り
防
災
課
長�　

今
回
は
、
街
路
灯
を
優
先
し

て
実
施
し
た
い
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
１
億
５
６
６
５
万
円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
１
０
８

億
４
９
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

街路灯のLED化により環境への負担軽減と電力コス
トの削減が見込まれる
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住
宅
使
用
料
、
医
療
費
等
約
１
４
０
万
円
の
町
債
権
を
放
棄

― （
報
告
第
18
号
）  

―

会
議
規
則
を
改
正
し
、
欠
席
理
由
に「
出
産
」を
明
示

― （
発
議
第
３
号
） 

―

　

今
回
放
棄
さ
れ
た
債
権

は
、
住
宅
使
用
料
約
48
万
円

と
医
療
費
約
93
万
円
で
す
。

　

住
宅
使
用
料
は
１
人
８
件

分
で
あ
り
、
時
効
及
び
生
活

困
窮
を
放
棄
理
由
し
て
お

り
、
ま
た
医
療
費
は
平
成
13

年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
20

◆
新
町
建
設
計
画
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

　

第
２
回
全
員
協
議
会
で
協

議
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、

県
と
の
事
前
協
議
に
お
い
て

意
見
・
助
言
を
受
け
て
一
部

変
更
す
る
も
の
。

◆
お
い
ら
せ
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
素
案
及
び
お
い
ら
せ
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
素
案
の
策
定
に
つ
い

て
　

平
成
52
年
（
２
０
４
０

年
）
ま
で
の
町
の
人
口
ビ

　

会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画

を
考
慮
し
た
議
会
活
動
の
促

進
や
社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案

す
る
も
の
で
す
。

　

従
来
の
会
議
規
則
で
は
、

欠
席
理
由
と
し
て
「
事
故
」

と
し
か
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に

よ
り
、
女
性
議
員
が
「
出

件
、
15
人
分
で
あ
り
時
効
を

放
棄
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】

�

平
野
議
員�　
強
制
執
行
な

ど
手
立
て
を
し
て
も
徴
収
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

�

病
院
事
務
長�　

電
話
催

ジ
ョ
ン
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

踏
ま
え
た
活
力
あ
る
地
域
を

維
持
す
る
た
め
の
５
カ
年
計

画
を
作
成
す
る
も
の
。

◆
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入

促
進
事
業
に
つ
い
て

　

町
全
域
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
実
施
す
る
も
の
。

◆
お
い
ら
せ
町
多
子
出
産
祝

金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
創
生
先
行
上
乗
せ
交

付
事
業
の
対
象
と
し
て
条
例

を
制
定
し
、
第
２
子
以
降
の

出
産
に
対
し
祝
金
を
支
給
す

産
」
を
欠
席
理
由
と
し
て
事

前
に
日
数
を
定
め
て
届
け
出

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

告
、
臨
戸
訪
問
等
行
っ
た

が
、
生
活
保
護
受
給
、
債
権

者
の
死
亡
、
住
居
不
明
等
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
現
実
的

に
は
徴
収
が
難
し
か
っ
た
の

で
、
債
権
放
棄
の
手
続
き
を

取
っ
た
。

る
も
の
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
に

よ
る
「
町
村
議
会
の
運
営
に

関
す
る
基
準
」
で
は
、「
議

長
の
許
可
を
得
た
者
が
傍
聴

で
き
る
。
た
だ
し
、
議
長
が

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
、
傍
聴
人
の
退
場
を
命
じ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て

い
る
。

　
町
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
き
、
時
効
等
の
理
由
に
よ
り
、
町
債
権
28
件
、
１
４
０
万
円
を
放
棄

し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
（
火
）、
議
員
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
新
町
建
設
計
画
の
一
部
変
更
な
ど

４
つ
の
案
件
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
町
多
子
出
産
祝
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」
を
協
議
す
る
際
、
傍
聴
し
て
い
た
報
道
陣
の
退
場
を
求
め
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
運
営
委
員
会
（
澤
頭
好
孝
委
員
長
）
か
ら
委
員
会
発
議
と
し
て
、
会
議
規
則
を
改
正
し
、

議
員
の
欠
席
理
由
に
「
出
産
」
を
明
示
す
る
「
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
」
が

提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

提案理由を説明する
　　　　　澤頭好孝委員長

第
３
回
議
員
全
員
協
議
会

議員派遣
◆ 市町村議会議員研修「自治体予

算を考える」
　滋賀県大津市の全国市町村国際
文化研修所において、８月30日
から31日までの２日間にわたり
行われる研修に楢山議員を派遣し
ました。
　同研修には全国から70人の市
町村議会議員が出席しており、楢
山議員から「予算の組み立て方、
仕組み、予算と議会の関係等のポ
イントを解説していただき、理解
が深まり、大変有意義であった」
と報告がありました。

全
員
協
議
会
の

�

傍
聴
に
つ
い
て
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※ 「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。年４回の定例会で行
われます。

　 議員が、町の一般事務について、執行機関に対しその執行の状況及び将来の方針等につ
いて所信をただし、事実関係を明らかにすることにより、現行の政策を変更、是正させ、
あるいは新規の政策を採用させるなどの目的効果があります。

※ 一問一答方式の場合、60分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。
　 「ぎかいだより懸橋」では、スペースの都合上、質問と答弁を要約していますので、本会

議場での傍聴をお待ちしております。
※ 会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会ホームページ（http://www.town.oirase.

aomori.jp/site/gikai/）で閲覧できます。

ペ ー ジ 質問事項 質問議員

11

１．第１次町総合計画について
２�．町道間木百石1号線と、それに接続する道路の安全対策
について
３�．おいらせよさこいソーランの制作・普及促進と、おい
らせ音頭について

楢　山　　　忠

12
１．町長選挙公約実現について
２．農業用車輌道路整備について
３．期日前投票所増設について

松　林　義　光

13 １．避難タワー建設計画変更の経緯について 西　館　芳　信

14

１．マイナンバー制度について
２．飼料用米の作付について
３．百石祭りの活性化策について
４�．町道木ノ下・二川目線と交差する町道中野平・三沢線
（ジャスコ道路）に信号機の設置を

平　野　敏　彦

15 １．公共施設等のマネジメントについて
２．健康長寿青森県一を目指すにあたって 澤　上　　　訓

町政を問う
～ ここが聞きたい 一般質問 ～
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　� 　
町長「音頭は普及継続、よさこいソーランも普及させる」

おいらせよさこいソーランとおいらせ音頭、
� 町活性化の両輪とすべきでは

楢山　　忠　議員

�

楢
山�　
後
期
計
画
の
施
策

の
達
成
指
標
と
し
て
、
現
状

値
の
満
足
度
９
・
９
％
、
不

満
足
53
・
２
％
と
あ
る
が
、

現
状
値
の
不
満
原
因
は
何

か
。

�
町
長�　

主
な
原
因
と
し

て
、
バ
ス
本
数
が
少
な
い
こ

と
、
運
賃
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

�

楢
山�　
デ
マ
ン
ド
型
交
通

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
が
、
現
在
導
入
し
て

い
る
市
町
村
は
あ
る
の
か
。

�

町
長�　
デ
マ
ン
ド
型
交
通

シ
ス
テ
ム
は
、
現
在
十
和
田

市
が
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
に

な
っ
た
区
域
で
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
方
式
で
運
行
し
て
い

る
。

　

十
和
田
市
は
３
地
区
で
実

施
し
、
価
格
設
定
、
路
線
、

利
用
者
数
、
負
担
金
等
に
つ

い
て
、
確
認
し
て
い
る
が
、

課
題
は
、
利
用
者
の
増
に
よ

る
経
費
の
増
大
と
聞
い
て
い

る
。

�

楢
山�　
デ
マ
ン
ド
型
交
通

シ
ス
テ
ム
導
入
の
予
算
と
計

画
の
進
行
状
況
は
。

�

町
長�　
今
年
度
は
、
町
民

バ
ス
の
一
部
拡
充
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
検
証
し
な
が

ら
、
町
民
バ
ス
に
よ
る
交
通

の
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し

た
い
。

　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
は
、

様
々
な
方
式
が
あ
り
、
当
町

に
合
う
方
式
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
具
体
的
な
検

討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

�

楢
山�　
町
道
間
木
百
石
１

号
線
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田

と
下
田
公
園
、
ま
た
は
国
道

45
号
線
へ
の
バ
イ
パ
ス
道
路

と
な
っ
て
い
る
。
安
全
対

策
、
早
期
の
歩
道
整
備
の
考

え
は
。

�

町
長�　
こ
の
路
線
整
備
に

あ
た
り
、
警
察
と
交
通
安
全

対
策
の
た
め
の
交
差
点
や
交

通
標
識
の
協
議
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
よ
り
所
要
の
対
策

を
講
じ
て
お
り
、
現
時
点
で

の
安
全
対
策
は
十
分
と
考
え

て
い
る
。

　

今
後
、
交
通
量
増
加
や
交

通
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
警
戒
標
識
な
ど
の

設
置
を
考
え
た
い
。

　

歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

通
学
路
の
検
討
路
線
外
の
た

め
、「
町
の
生
活
関
連
道
整

備
基
本
計
画
」
の
中
で
整
備

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
現
時
点
で
は
整
備
年
度

等
は
未
定
で
あ
る
。

�

楢
山�　
国
道
45
号
バ
イ
パ

ス
交
差
点
で
の
車
両
の
飛
び

出
し
、
運
転
者
に
よ
る
歩
行

用
手
動
式
信
号
機
作
動
を

時
々
目
に
す
る
。

　
車
輌
感
知
式
信
号
機
設
置

の
考
え
は
。

�
町
長�　
三
沢
警
察
署
に
よ

る
と
、
こ
の
交
差
点
は
木

内
々
小
学
校
が
近
く
に
あ
る

た
め
、
児
童
等
の
安
全
な
横

断
の
た
め
に
押
し
ボ
タ
ン
式

信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
信
号
機
増
加
の
場

合
、
交
通
の
流
れ
が
悪
く
な

り
、
渋
滞
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
、
同
所
で
の
人
身
事
故
が

過
去
３
年
間
に
発
生
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に

お
け
る
設
置
の
必
要
性
は
低

い
と
の
回
答
で
あ
る
。

�

楢
山�　
お
い
ら
せ
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
制
作
の
計
画
と

完
成
時
期
は
。

�

町
長�　
お
い
ら
せ
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
は
、
更
な
る
町

民
の
一
体
化
と
町
の
活
性
化

を
め
ざ
し
、
制
作
し
て
お

り
、
町
民
に
な
じ
み
の
あ

る
、
お
い
ら
せ
音
頭
の
歌
詞

を
使
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
曲
に
編
曲
し
、
力
強
い
振

付
を
付
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　

11
月
１
日
実
施
予
定
の
町

誕
生
10
周
年
記
念
式
典
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
お
披
露
目

す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

�

楢
山�　
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
の
普
及
促
進
と
、
現
在
町

民
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
お

い
ら
せ
音
頭
」
の
普
及
促
進

対
策
は
。

�

町
長�　
お
い
ら
せ
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
の
普
及
促
進
活

動
と
し
て
、
振
付
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

制
作
・
配
布
、
町
内
の
幼
稚

園
・
保
育
園
、
小
中
学
校
、

高
校
で
の
出
前
講
座
の
実

施
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の

実
施
、
百
石
ま
つ
り
・
下
田

ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
お
い
ら
せ
音
頭
の

普
及
促
進
活
動
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

制
作
・
配
布
、
出
前
講
座
の

実
施
、
学
校
行
事
へ
の
取
り

入
れ
、
百
石
ま
つ
り
・
下
田

ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
多
く

の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

百
石
ま
つ
り
・
下
田
ま
つ

り
や
町
内
会
の
盆
踊
り
大
会

な
ど
で
も
多
く
の
方
々
に

踊
っ
て
い
た
だ
き
、
出
前
講

座
で
も
大
変
人
気
の
講
座
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
、
更

な
る
普
及
拡
大
を
め
ざ
し
た

い
。

知恵を出し合ってバス利便性の改善を
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松林　義光　議員

�

松
林�　
町
長
選
挙
時
の
公

約
で
あ
る
北
部
地
区
下
水
道

整
備
事
業
は
、
任
期
中
に
着

手
す
る
の
か
。

�

町
長�　
整
備
の
方
向
性
を

検
討
中
で
あ
り
、
任
期
中
の

事
業
着
手
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
答
弁
で
き
る
状
況
で
は

な
い
。

　

整
備
の
一
定
の
方
向
性
が

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
議
員

に
説
明
、
意
見
を
伺
い
た

い
。

�

松
林�　
住
吉
町
か
ら
三
沢

市
民
病
院
を
最
短
で
つ
な
ぐ

北
部
地
区
緊
急
搬
送
道
路
整

備
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

�

町
長�　
本
道
路
整
備
計
画

を
進
め
る
た
め
、
昨
年
度

は
、
三
沢
市
と
共
同
で
事
業

化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
、
今
年
度
は
、

基
本
計
画
案
を
策
定
す
る
た

め
、
三
沢
市
と
計
画
ル
ー

ト
の
選
定
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
を
進
め
て

い
く
予
定
。

�

松
林�　
北
部
地
区
町
小
中

学
校
の
主
要
通
学
路
整
備
の

積
極
的
推
進
の
公
約
だ
が
、

整
備
箇
所
は
ど
こ
で
、
工
事

に
着
手
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
県
道
の
歩
道
整
備
を
要

望
す
る
場
所
は
ど
こ
な
の

か
。

�

町
長�　
昨
年
度
は
、
通
学

路
交
通
安
全
対
策
検
討
調
査

を
実
施
し
、
そ
の
う
ち
木
ノ

下
中
学
校
学
区
通
学
路
30
路

線
、
25
・
１
㎞
に
つ
い
て
対

策
を
検
討
し
た
。

　

今
年
度
は
、
整
備
路
線
や

整
備
方
法
を
協
議
し
、「
交

通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
、
来
年
度
か
ら
予
算
に

応
じ
工
事
等
を
進
め
た
い
。

　

北
部
地
区
県
道
の
歩
道
整

備
の
要
望
箇
所
は
、
北
部
出

張
所
付
近
と
十
和
田
お
い
ら

せ
農
協
野
菜
セ
ン
タ
ー
付
近

の
２
箇
所
と
、
拡
幅
区
間
と

し
て
気
比
神
社
付
近
の
合
計

３
箇
所
を
要
望
し
て
い
る
。

�

松
林�　
下
田
第
５
分
団
の

移
設
と
合
わ
せ
た
Ｔ
字
路
の

改
良
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
下
田
第
５
分
団
旧
屯

所
を
な
ぜ
解
体
し
な
い
の

か
。

�

町
長�　
今
年
度
は
、
交
差

点
の
計
画
図
を
作
成
し
、

県
、
警
察
と
交
差
点
協
議
を

進
め
、
来
年
度
以
降
、
現
地

測
量
と
実
施
設
計
を
行
い
、

工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

下
田
第
５
分
団
旧
屯
所
解

体
は
、
工
期
を
11
月
30
日
ま

で
と
し
て
、
９
月
末
に
建
物

解
体
工
事
入
札
を
行
う
。

　

防
火
水
槽
解
体
工
事
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
予
算
で
対

応
す
る
が
、
こ
れ
は
、
防
火

水
槽
上
に
建
物
が
あ
り
解
体

費
用
の
積
算
に
支
障
が
あ
る

こ
と
と
、
工
事
費
削
減
を
図

る
こ
と
か
ら
、
分
離
し
て
解

体
工
事
を
行
う
。

�

松
林�　
お
い
ら
せ
病
院
の

将
来
の
建
て
替
え
に
備
え
た

調
査
・
研
究
に
着
手
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
現
在
地
に
立

て
替
え
な
の
か
、
移
転
す
る

考
え
な
の
か
。

�

町
長�　
調
査
研
究
の
着
手

に
つ
い
て
は
、
①
病
床
機

能
、
②
病
院
の
規
模
、
③
建

設
費
、
④
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
、
⑤
建
設
候
補
地

の
５
項
目
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
、
基
本
的
な
方
向
性
を

見
出
す
。

　

病
院
の
建
替
え
に
あ
た
っ

て
は
、
交
通
の
利
便
性
や
駐

車
ス
ペ
ー
ス
、
津
波
等
の
災

害
時
の
対
応
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

現
段
階
で
は
、
現
在
地
、

あ
る
い
は
移
転
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

�

松
林�　
農
業
用
車
輌
道
路

と
し
て
、
木
ノ
下
児
童
館
東

側
か
ら
一
里
塚
公
園
東
側
の

区
間
を
整
備
す
る
考
え
は
な

い
か
。

�

町
長�　
農
家
が
不
便
に
感

じ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
生
活
道
路
の
整
備

に
対
す
る
要
望
・
苦
情
は
数

多
く
、
毎
年
策
定
し
て
い
る

生
活
関
連
道
整
備
基
本
計
画

の
概
算
事
業
費
が
約
１
４
８

億
円
に
も
上
る
こ
と
か
ら
、

生
活
基
盤
の
整
備
を
優
先
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。

�

松
林�　
農
業
用
車
輛
道
路

整
備
に
は
多
額
の
財
源
を
要

し
な
い
の
で
、
今
一
度
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

町
長�　
金
が
か
か
ら
な
い

部
分
で
や
れ
る
と
な
れ
ば
、

利
便
性
が
向
上
し
て
、
農
家

の
方
々
も
、
一
般
交
通
の

方
々
も
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る

の
で
、
再
検
討
し
た
い
。

�

松
林�　
投
票
環
境
の
向
上

を
図
る
面
か
ら
、
分
庁
舎
、

北
部
公
民
館
に
期
日
前
投
票

所
を
増
設
す
る
考
え
は
な
い

か
。

�

選
挙
管
理
委
員
長�　
６
月

定
例
会
で
答
弁
し
た
よ
う

に
、
年
内
ま
で
に
検
討
す
る

こ
と
と
し
、
７
月
・
８
月
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
協

議
し
て
い
る
が
、
ま
だ
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
。

農業用車輛と一般車両が通行する
県道八戸・野辺地線

北部地区下水道整備事業は、任期中に着手するのか
町長「町民・町財政負担の観点から
� 最初の検討が大事。着手には時間を要する。」
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　� 　
町長「自分の考えと行政の継続性は別。
� それぞれの要因から総合的な判断した」

津波避難タワー、選挙のためにこれを利用、
計画変更した

西館　芳信　議員

�

西
館�　
建
設
さ
れ
て
い
る

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
成
田

町
長
時
代
に
立
案
さ
れ
た
物

と
は
、
規
模
が
縮
小
、
機
能

的
に
劣
り
、
場
所
的
に
も
高

齢
者
、
身
障
者
、
子
ど
も
に

と
っ
て
、
避
難
の
際
は
負
担

を
強
い
る
も
の
と
な
っ
た
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
信
じ

ら
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
の

か
。

�

町
長�　
初
め
に
、
未
曽
有

の
被
害
を
受
け
、
前
例
の
な

い
復
旧
・
復
興
事
業
の
推
進

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
、
ご
苦
労
さ
れ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

私
は
、
国
と
の
協
議
内
容

を
踏
ま
え
つ
つ
、
町
民
の
将

来
負
担
な
ど
考
慮
し
、
避
難

方
法
は
妥
当
か
、
町
長
と
し

て
総
合
的
に
判
断
し
た
。

�

西
館�　
町
長
に
、
そ
の
よ

う
な
結
論
に
至
ら
せ
た
計
画

変
更
の
理
由
、
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
、
特
に
財
政
規
模
の

縮
小
、
場
所
の
変
更
に
つ
い

て
説
明
願
い
た
い
。

�

町
長�　
当
初
、
川
口
地
区

で
の
24
メ
ー
ト
ル
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
建
築
計
画
時
の
避

難
方
法
と
避
難
に
関
す
る
条

件
が
変
容
し
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
。

　

計
画
変
更
の
理
由
は
、
こ

れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
よ
う

に
、
国
の
津
波
避
難
計
画
指

針
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
改
正

や
明
神
川
に
か
か
る
橋
の
耐

震
化
決
定
、
コ
ス
ト
縮
減
等

が
主
な
要
因
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
、
国
と
協
議
を
重
ね
、

現
在
の
計
画
変
更
の
結
論
に

至
っ
た
。

�

西
館�　
私
か
ら
す
れ
ば
な

ん
ら
説
得
力
を
持
た
な
い
も

の
の
羅
列
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
津
波
避
難

計
画
）
改
正
だ
が
、
な
ぜ
消

防
庁
が
国
土
交
通
省
の
事
業

を
拘
束
で
き
る
の
か
。

　
「
橋
の
耐
震
化
で
渡
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
」
は
論
外

で
、
多
く
の
児
童
が
亡
く

な
っ
た
大
川
小
学
校
の
例
か

ら
川
に
近
づ
い
て
は
な
ら
な

い
が
原
則
だ
。

　
コ
ス
ト
削
減
に
つ
い
て
も

議
員
か
ら
避
難
道
の
整
備
が

先
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、

あ
そ
こ
だ
と
避
難
道
整
備
の

方
が
は
る
か
に
高
く
つ
く
。

�

町
長�　
判
断
材
料
は
、
や

は
り
将
来
コ
ス
ト
を
考
え

た
。
６
億
５
千
万
円
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
維
持
費
は
試

算
で
年
４
０
０
万
円
、
明
神

山
は
年
40
万
円
。

　

そ
し
て
、
最
大
津
波
が
来

る
に
は
52
分
か
か
る
。
川
口

地
区
か
ら
明
神
山
に
逃
げ
る

に
は
大
丈
夫
。
地
域
の
方
々

に
訓
練
し
て
も
ら
い
、
津
波

と
な
っ
た
ら
遠
く
高
い
方
に

逃
げ
る
、
こ
れ
が
一
番
。

�

西
館�　
成
田
町
長
の
考
え

る
タ
ワ
ー
は
、
農
水
産
物
加

工
産
品
直
売
所
、
漁
協
組
合

事
務
所
、
宿
泊
・
会
議
施
設

を
備
え
た
地
域
活
性
化
の
拠

点
で
あ
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

に
な
る
壮
大
な
も
の
だ
っ

た
。

　
計
画
変
更
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
、
進
捗
し
て

い
た
計
画
部
分
は
ど
の
よ
う

に
収
拾
さ
れ
た
の
か
。
町

民
、
地
権
者
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
業
者
に
ど
う
説
明
し
た
の

か
。

�

町
長�　
平
成
26
年
７
月
２

日
に
議
員
全
員
協
議
会
に
説

明
を
し
、
そ
の
後
川
口
、
堀

切
川
、
明
神
下
、
横
道
、
ほ

か
工
業
団
地
組
合
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
、
変
更
計

画
を
周
知
し
た
。

　

候
補
地
の
地
権
者
に
は
、

変
更
に
至
っ
た
経
緯
の
説
明

と
お
詫
び
を
し
、
水
稲
の
作

付
け
が
で
き
な
か
っ
た
分
の

補
償
を
行
い
、
理
解
が
得
ら

れ
た
と
考
え
て
い
る
。

�

ま
ち
づ
く
り
防
災
課
長�　

業
者
と
は
、
双
方
協
議
の

上
、
合
意
し
た
。

�

西
館�　
津
波
最
大
波
到
達

ま
で
52
分
と
言
っ
た
が
、
そ

の
認
識
が
お
か
し
い
。
13
、

14
分
。
だ
か
ら
避
難
タ
ワ
ー

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
ト
ッ
プ
の
者
が
大
事
な
数

字
を
軽
率
に
話
す
の
は
…
。

　
町
長
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
言
う
が
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
ど
の
部
分
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
計
画
の
必
要

が
生
じ
た
の
か
全
く
答
え
て

い
な
い
。

　
建
設
場
所
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
で
は
な
く
、

町
長
自
身
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
と
い
う
情
報
を
も
っ
て
い

る
。

�

町
長�　
引
き
波
が
13
、
14

分
で
あ
り
、
Ｌ
２
津
波
最
大

波
が
52
分
と
認
識
し
て
い

る
。

　

個
人
的
に
ど
う
の
こ
う
の

で
決
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
集
中
復
興
期
間
が
27
年

度
で
終
わ
り
と
言
わ
れ
て
お

り
、
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

一
番
い
い
の
は
何
か
と

い
っ
た
時
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

改
正
、
橋
の
耐
震
化
、
コ
ス

ト
縮
減
と
い
っ
た
こ
と
で
決

断
し
た
。

�

西
館�　
何
を
聞
い
て
も
の

ら
り
く
ら
り
。
答
え
て
ほ
し

い
こ
と
に
答
え
な
い
。
町

民
、
県
民
、
国
民
、
一
生
懸

命
や
っ
た
職
員
に
背
反
、
計

画
変
更
に
至
る
コ
ス
ト
の
問

題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
こ
れ

を
回
避
す
べ
く
、
国
・
県
・

本
県
選
出
の
国
会
議
員
等
に

働
き
か
け
る
何
の
努
力
も
し

な
か
っ
た
。
た
だ
自
分
の
選

挙
の
た
め
に
、
こ
の
問
題
を

利
用
し
、
計
画
変
更
を
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
町
民
の

損
失
は
大
き
い
。

　

町
長
を
や
め
ま
せ
ん
か
。

辞
職
す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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平野　敏彦　議員

�

平
野�　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
町
民
の
認
知
度
は
。

�

町
長�　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
、
町
広
報
誌
の
本
年
５

月
号
か
ら
、
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
制
度
内
容
を
掲

載
し
周
知
に
努
め
て
い
る
。

当
町
で
も
、
広
報
誌
等
の
周

知
成
果
が
、
徐
々
に
浸
透

し
、
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

�

平
野�　
平
成
27
年
10
月
か

ら
の
個
人
番
号
通
知
開
始
後

の
町
の
対
応
は
。

�

町
長�　
住
民
票
を
有
す
る

町
民
に
対
し
て
、「
通
知

カ
ー
ド
」
が
、
国
が
委
託
し

た
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
（
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）

か
ら
町
長
名
で
郵
送
さ
れ

る
。

　

身
分
証
明
用
と
し
て
の
利

用
希
望
者
に
は
、
別
に
顔
写

真
付
き
の
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）」
の
交
付
申
請
手
続
き

が
必
要
と
な
り
、
来
年
１
月

１
日
以
降
に
交
付
と
な
る
。

　

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
交
付
申
請
手
続
き
等
の

た
め
、
町
民
課
に
特
設
窓
口

を
設
け
て
対
応
す
る
。

�

平
野�　
平
成
28
年
１
月
に

個
人
番
号
の
利
用
開
始
・
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
開
始

と
あ
る
。
説
明
し
て
ほ
し

い
。

�

町
長�　
来
年
１
月
１
日
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し

て
、
税
や
社
会
保
障
の
手
続

き
が
開
始
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
交
付
さ

れ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
は
身
分
証
明
書
に
も
な

る
の
で
、
引
き
続
き
広
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ

る
。

�

平
野�　
町
の
飼
料
用
米
作

付
面
積
の
現
状
と
飼
料
用
米

の
町
内
・
町
外
者
の
作
付
け

人
数
は
。

�

町
長�　
町
内
の
農
地
に
お

け
る
平
成
27
年
度
の
飼
料
用

米
作
付
面
積
は
96
　

ha
。
平
成

26
年
度
の
13
　

ha
に
対
し
、

83
　

ha
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
町

内
農
家
の
飼
料
用
米
作
付
け

人
数
は
、
１
団
体
、
22
農
家

と
な
っ
て
い
る
が
、
町
内
で

作
付
け
す
る
町
外
農
家
は
把

握
し
て
い
な
い
。

�

平
野�　
町
外
者
に
対
す
る

飼
料
用
米
の
作
付
基
準
を
作

成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

�

町
長�　
飼
料
用
米
の
作
付

基
準
に
つ
い
て
は
、
町
内
外

の
農
家
に
か
か
わ
ら
ず
、
飼

料
用
米
の
作
付
面
積
が
今
後

も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、
主
食
用
米
を
作

付
す
る
農
家
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
、
農
業
協
同

組
合
・
土
地
改
良
区
と
協

議
、
検
討
し
た
い
。

�
平
野�　
百
石
ま
つ
り
へ
の

町
の
認
識
は
。

�

町
長�　
百
石
ま
つ
り
は
、

秋
の
豊
作
と
大
漁
を
祝
う
祭

と
し
て
約
百
三
十
余
年
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
若
宮
八
幡

宮
と
土
鼻
神
社
の
附
け
祭
り

で
あ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら

は
、「
お
い
ら
せ
百
石
ま
つ

り
」
と
名
称
を
変
更
し
て
、

お
い
ら
せ
町
観
光
協
会
が
運

営
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
町
民
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
継
続
し

て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

�

平
野�　
前
夜
祭
の
夜
間
運

行
の
声
が
あ
っ
た
が
進
展
が

な
い
。

�

町
長�　
国
道
を
利
用
し
た

山
車
の
夜
間
運
行
に
つ
い

て
、
三
沢
警
察
署
か
ら
は
、

諸
条
件
を
解
決
で
き
れ
ば
可

能
と
の
見
解
で
は
あ
る
が
、

山
車
組
と
の
意
見
交
換
で

は
、
10
山
車
組
中
６
山
車
組

が
不
可
能
、
１
山
車
組
が
保

留
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

夜
間
運
行
は
、
山
車
組
や

関
係
機
関
の
協
力
が
な
け
れ

ば
実
現
で
き
な
い
た
め
、
あ

ら
た
め
て
検
討
し
た
い
。

�

平
野�　
少
子
化
に
伴
う
山

車
の
引
き
子
に
苦
慮
し
て
い

る
山
車
組
が
多
い
。

�

町
長�　
山
車
の
出
て
い
な

い
町
内
の
小
学
生
や
町
民
に

対
し
て
募
集
と
の
提
案
も
あ

る
が
、
山
車
組
に
よ
っ
て
参

加
料
が
異
な
る
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、
抜
本
的
な
解
決
策

が
見
当
た
ら
な
い
。

　

引
き
続
き
関
係
団
体
と
協

議
を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

解
決
策
を
検
討
す
る
。

�

平
野�　
木
ノ
下
・
二
川
目

線
の
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
。

�

町
長�　

三
沢
警
察
署
で

は
、
個
々
の
路
線
や
箇
所
ご

と
に
統
計
と
し
て
整
理
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
。

�

平
野�　
農
作
業
従
事
者
の

安
全
確
保
の
た
め
信
号
機
は

必
要
だ
と
思
う
。

�

町
長�　
県
公
安
委
員
会
で

は
危
険
度
の
高
い
と
こ
ろ
か

ら
信
号
機
を
整
備
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
声
を
出
し
て
い

く
の
は
大
事
な
の
で
、
こ
の

路
線
に
つ
い
て
も
機
会
が
あ

る
ご
と
に
伝
え
要
望
し
て
い

き
た
い
。

町道木ノ下・二川目線に信号機の設置を
町長「県公安委員会に対し、
� 機会があるごとに要望していきたい。」
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�

澤
上�　
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
町
公

共
施
設
等
の
老
朽
化
の
現
状

把
握
は
し
て
い
る
か
。

�
町
長�　
町
公
共
施
設
と
し

て
、
道
路
、
下
水
道
、
土

地
、
建
物
、
公
園
等
が
あ

り
、
各
施
設
担
当
課
の
現
地

調
査
、
台
帳
の
整
備
に
よ
り

把
握
し
、
台
帳
は
、
道
路
・

下
水
道
・
公
園
等
は
地
域
整

備
課
、
土
地
・
建
物
等
は
各

施
設
担
当
課
と
企
画
財
政
課

で
共
有
し
て
い
る
。

�

澤
上�　
公
共
施
設
等
の
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
を

行
う
必
要
が
あ
る
が
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

を
考
え
て
い
る
か
。

�

町
長�　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
、
各
公
共
施
設

の
設
置
年
度
、
面
積
等
の
調

査
後
、
固
定
資
産
台
帳
の
整

備
を
し
、
そ
の
台
帳
を
基
に

公
共
施
設
全
体
を
把
握
し
、

将
来
的
な
見
通
し
と
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
管
理
を
す
る

た
め
に
策
定
す
る
も
の
。

　

固
定
資
産
台
帳
整
備
と
総

合
管
理
計
画
策
定
は
委
託
す

る
こ
と
と
し
て
、
８
月
27
日

に
入
札
を
し
、
業
務
を
進
め

て
い
る
。

　

委
託
期
間
は
、
平
成
29
年

３
月
20
日
ま
で
の
２
年
間
。

�

澤
上�　
私
も
大
賛
成
で
あ

り
、
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
「
い

き
い
き
健
活
ポ
イ
ン
ト
事

業
」。

　
町
民
の
反
応
は
。

�
町
長�　
「
い
き
い
き
健
活

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、
本
年

６
月
25
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、

８
月
末
時
点
で
３
名
の
方
が

20
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
。

　

ポ
イ
ン
ト
達
成
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ポ
イ
ン
ト
対

象
と
な
る
施
設
利
用
及
び
介

護
予
防
事
業
の
担
当
者
か
ら

確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
健
康

づ
く
り
に
継
続
し
て
取
り
組

む
う
え
で
本
事
業
が
励
み
と

な
っ
て
い
る
」、「
前
向
き
に

取
り
組
む
要
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
事
業
を
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
お
お
む
ね
好
感
で

あ
る
。

�

澤
上�　
い
き
い
き
健
活
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、
今
後
拡
大
し
て
い
く
の

か
、
あ
る
い
は
今
回
程
度
で

メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
を
変
え
て

い
く
の
か
。

�

町
長�　
今
年
度
初
め
て
実

施
す
る
の
で
、
対
象
者
が
何

人
ぐ
ら
い
か
、
健
診
受
診
率

の
向
上
な
ど
の
効
果
は
ど
の

程
度
か
、
未
知
数
の
部
分
も

多
い
。

　

今
後
の
方
向
は
、
一
定
程

度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
メ

ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
、
内
容
を

見
直
し
て
い
く
。

　

「
健
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

は
、
健
康
長
寿
へ
の
取
り
組

み
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
直
接

の
目
的
と
し
て
い
る
が
、
町

民
の
社
会
参
加
拡
大
を
見
据

え
て
実
施
し
、
本
事
業
を
起

爆
剤
と
し
て
「
健
康
長
寿
青

森
県
一
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

�

澤
上�　
「
健
康
長
寿
青
森

県
一
」
を
目
指
す
た
め
に
、

現
役
を
退
い
た
60
歳
以
上
の

方
々
の
公
共
施
設
利
用
料
金

の
無
料
化
を
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。

�

町
長�　
本
年
３
月
定
例
会

に
、
楢
山
議
員
か
ら
も
類
似

し
た
質
問
が
あ
り
、
答
弁
し

て
い
る
。

　

体
育
施
設
を
含
む
公
共
施

設
の
使
用
料
は
、
合
併
時
に

決
定
後
、
平
成
22
年
度
に
見

直
し
、
平
成
23
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
て
い
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
年

齢
区
分
を
小
中
高
生
と
大

学
・
一
般
の
二
つ
の
区
分
と

し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
に
高
齢
者
区

分
を
設
定
す
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
施
設
使
用
料
の
見
直

し
も
含
め
て
近
隣
の
市
町
村

の
動
向
も
踏
ま
え
、
平
成
29

年
４
月
の
消
費
税
の
10
％
施

行
予
定
に
合
せ
て
、
検
討
し

た
い
。

�

澤
上�　
冬
期
間
や
雨
天
時

に
利
用
で
き
る
ド
ー
ム
建
設

に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

�

町
長�　
防
災
機
能
を
兼
ね

備
え
た
多
目
的
ド
ー
ム
整
備

の
進
め
方
は
、
６
月
定
例
会

の
西
舘
秀
雄
議
員
の
一
般
質

問
に
お
い
て
答
弁
し
て
い
る

が
、
現
在
、
教
育
委
員
会
内

で
計
画
の
た
た
き
台
を
作
成

し
、
そ
れ
を
も
と
に
役
場
内

関
係
課
の
補
佐
級
等
の
職
員

で
構
成
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
施

設
整
備
検
討
庁
内
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
」
を
設
置
し
、
検
討

課
題
を
整
理
し
て
い
る
。

　

な
お
、
過
去
に
県
内
外
の

ド
ー
ム
施
設
な
ど
視
察
し
、

調
査
研
究
し
て
い
る
が
、
今

年
も
体
育
関
係
者
と
一
緒
に

山
形
県
庄
内
町
の
屋
内
多
目

的
運
動
場
を
訪
問
し
、
検
討

の
参
考
に
し
て
い
る
。

�

澤
上�　
ド
ー
ム
は
冬
期
間

の
町
民
の
運
動
量
を
か
さ
上

げ
で
き
る
大
き
な
健
康
拠
点

施
設
。
建
設
実
現
に
向
け
前

進
す
る
べ
き
。

�

町
長�　
町
民
、
議
員
の
理

解
が
な
い
と
前
に
進
め
な

い
。
頑
張
っ
て
み
た
い
の

で
、
お
力
を
賜
り
た
い
。

ドームは現在の町にとって最も必要だと考えるが
町長「進めていかなければならないと
� 意志を強くしている。」

澤上　　訓　議員

健康長寿のまちを目指す
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第４回定例会のお知らせ
平成27年12月３日（木）午前10時から
　おいらせ町議会では、みなさんの傍聴を
お待ちしています。傍聴をご希望の方は、
議会開催日に、本庁舎３階の議会事務局ま
でお越しください。
●問い合せ　　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　　0178（56）2112

議会を傍聴して
� 道川正さん・眞知子さん（洋光台）
◎傍聴のきっかけは
正 さん「青森市では行ったことあるけど、ここではどういう
話をしているのか聞いておこうと思った。ブザーが鳴って
から、議員さんたちが入室するのはいかがなものかな。」

眞 知子さん「全然興味なかったけど、知人の旦那さんが議員
なので、どんなことを言っているのかなと思って。もっと
みんな聞きにきてほしいと思ったけども。」
◎今後、どんなまちづくりを期待しますか。
眞 知子さん「婦人会に入っておいら
せ音頭を踊っているけど、年配の
方も踊れるから、踊りのイベント
があれば広まるかな。」

正 さん「お年寄りが集えるイベント
があればいいよね。」

町
の
財
政
状
況
と
総
合
計
画
、
施
設
概
要
に
つ
い
て
学
ぶ

― 

議
員
研
修
会 

―

表紙写真をお寄せください
　あなたの作品を「ぎかいだより懸
橋」に掲載しませんか。表紙の写真
を募集中です。おいらせ町の「自然」
「伝統行事」「イベント」など、おい
らせ町の魅力あふれる写真をお待ちし
ています。
　詳細は、議会ホームページの確認ま
たは、議会事務局までお問い合わせく
ださい。

送付先：おいらせ町議会事務局
　　　　　　　　「議会広報写真」係
TEL：0178-56-2111（代表）
FAX：0178-56-4364
Mail：gikai@town.oirase.aomori.jp

　

理
化
学
研
究
所
（
理
研
）
が

有
名
に
な
っ
た
の
は
、
何
と

言
っ
て
も
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
問
題

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

先
般
、
埼
玉
県
和
光
市
の
理

研
本
部
を
視
察
。
目
的
は
、
元

素
を
光
の
速
さ
の
70
％
ま
で
加

速
す
る
装
置
を
こ
の
目
で
確
か

め
る
為
で
あ
る
。
ビ
ッ
ク
バ
ン

か
ら
の
宇
宙
の
成
り
立
ち
の
説

明
を
受
け
て
い
る
時
、
新
物
質

「
１
１
３
番
元
素
」
の
合
成
に

成
功
し
た
森
田
浩
介
博
士
が
偶

然
通
り
か
か
り
記
念
撮
影
。
日

本
初
の
元
素
命
名
権
を
国
際
学

会
か
ら
与
え
ら
れ
る
事
を
願

う
。

　

さ
て
、
第
３
回
議
員
全
員
協

議
会
が
一
部
非
公
開
で
実
施
さ

れ
た
。
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
時
に
、
果
た
し
て
い
か
が
な

も
の
か
。

　

議
会
中
継
は
必
要
と
思
う
。

　

�

議
会
広
報
編
集
調
査
特
別
委

員
会　

副
委
員
長

�

髙
坂　

隆
雄　

記

編
　
集
　
後
　
記

　

町
議
会
で
は
、
４
月
の
選

挙
で
新
た
に
誕
生
し
た
議
員

を
対
象
に
議
員
と
し
て
の
心

構
え
や
町
政
全
般
に
つ
い

て
、
研
修
の
機
会
を
設
け
る

た
め
、
議
員
研
修
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
馬
場
議
長
を

含
め
７
名
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
町
企
画
財
政

課
職
員
か
ら
、
町
の
財
政
状

況
や
町
総
合
計
画
の
内
容
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
百
石
漁
港

や
津
波
避
難
施
設
工
事
現

場
、
古
間
木
山
排
水
処
理
施

設
、
阿
光
坊
古
墳
群
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
建
設
工
事
現
場
等

町
内
６
カ
所
を
視
察
し
ま
し

た
。
現
場
で
は
、
担
当
者
か

ら
工
事
内
容
と
進
捗
状
況
、

ま
た
事
業
の
課
題
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
上
）
午
前
の
講
義

（
中
）
百
石
漁
港
と
（
下
）

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
視
察

　
去
る
８
月
５
日
（
水
）、
新
人
議
員
を
対
象
と
し
た
議
員
研
修
会
を
開
き
、
午
前
中
は
、
町
の

財
政
状
況
と
総
合
計
画
に
つ
い
て
の
講
義
、
午
後
か
ら
は
各
課
担
当
者
の
説
明
と
と
も
に
町
内
施

設
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
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